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で
は
用
水
を
確
保
し
ま
す
。

穂
揃
後
の
水
分
の
軽
度
は
鵜
水
の

必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
湿
田
地
帯
は

足
跡
が
つ
く
軽
の
土
域
水
分
が
あ
れ

ば
積
機
か
と
存
じ
ま
す
。

落
水
期
は
普
通
穂
揃
後
二
五
日
－

産
米
一
割
向
上
連
動
（
下
）

病
虫
害
の
発
生
に
赤
信
号
ク

ー
ー
」
に
え
ず
圃
場
の
見
廻
り
を
し
ま
し
ょ
う

二
申
一
十
日
も
無
事
過
ぎ
ま
し
た
が

秘
は
ら
み
糊
か
ち
穂
揃
朔
ま
で
が
イ
ス

一
生
C
最
久
夫
切
な
時
期
に
当
る
わ
け

で
す
r普

通
こ
の
時
期
に
は
気
圧
配
証
が
迫

型
か
ら
秋
勘
に
移
行
す
る
と
き
で
天
気

が
崩
れ
や
す
く
、
ま
た
台
風
シ
ー
ス
ン

に
も
当
る
わ
け
で
過
去
に
も
度
々
大
き

な
筏
薯
を
薬
む
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
作
柄
は
良
好
で

最
後
の
肥
培
管
婦
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
病
虫
書
対
策
と
風
害
対

カ
な
と
が
あ
り
ま
す
÷
」
れ
以
外
に

窒
素
過
多
や
お
そ
植
え
田
に
は
タ
テ

ハ
マ
キ
・
コ
フ
ノ
メ
イ
ガ
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
後
の
発
生
予
報
で
は
ア
ワ

ヨ
ト
ウ
の
大
発
生
が
報
ぜ
ら
れ
て
い

ま
す
か
て
防
除
に
つ
い
て
は
強
力

な
体
制
で
最
後
の
L
宅
し
め
が
必
撃
C

ア
、
変
色
穂
は
九
月
十
五
早
期
後
の

穂
綿
期
に
水
銀
剤
の
単
剤
を
十
ア

I
i
ル
当
り
四
キ
ロ
ク
ラ
ム
撒
布
か

モ
ン
ガ
レ
締
多
発
の
機
会
は
併
用

ィ
、
秋
ウ
ン
カ
は
八
月
申
・
下
旬
以

降
に
多
発
が
予
想
さ
れ
、
タ
テ
ハ

マ
キ
・
コ
フ
ノ
メ
イ
ガ
は
依
然
続

発
し
ま
す
の
で
関
柁
出
穣
期
を
さ

け
、
い
ず
れ
も
S
B
剤
、
D
M

刺
、
ハ
イ
シ
ッ
ト
粉
剤
な
ど
で
防

除
し
ま
す
⊃

ウ
、
恕
前
期
の
変
色
稜
防
除
は
穀
が

閉
じ
て
い
る
朝
か
夕
方
行
な
い
、

日
中
（
年
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

圭
C
）
の
防
除
は
さ
け
て
下
さ

㈲
　
台
風
対
策
に
つ
い
て
は
、
前
回
述

べ
て
お
り
ま
す
が
、
稲
の
倒
伏
と
ゆ

れ
を
防
く
た
め
に
採
水
に
す
る
こ
と

し
壷
穂
後
二
十
日
自
噴
か
倒
伏
し
易

い
よ
う
で
す
か
－
牛
鍋
伏
し
襲
芽

の
恐
れ
が
あ
一
～
場
合
は
出
面
の
排
水

に
注
潔
し
て
下
さ
い
っ

㈲
　
台
風
通
過

後
、
浸
冠
水

し
い
な
米

死
に
米
と

不
発
全
米

の
悪
い
米

や
ゝ
発
条

完
全
な
米

田
が
あ
れ
は

圃
境
の
水
を

入
れ
替
え
棟

に
酸
紫
を
与

え
ま
す
。
ま

た
目
薬
槌
病

の
発
生
に
つ

い
て
も
注
意

し
ま
す
。

二
、
水
管

理
の
　
出
穂
前
後

か
ち
藤
繭
糊

に
か
け
て
の

水
は
必
婆
C

あ
り
ま
す
、

出
穂
後
十
日

－
十
五
日
後

に
一
度
「
間

断
離
水
」
を

行
な
い
そ
の

三
十
日
軽
暖
で
行
な
い
ま
す
が
、
乾

き
や
す
い
田
は
落
水
期
を
避
ち
世
の

か
走
り
水
毒
し
ま
す
。

三
、
追
肥
（
薬
肥
）

の
∴
従
来
「
実
肥
」
と
し
て
の
効
用
は

あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
枝
道
の
稲
作
に
お
い
て
は
、
重

要
な
作
発
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
実
記
は
ど
う
い
う
胴
場
に
施

肥
で
き
る
か
条
件
を
あ
げ
て
み
ま
し

ょう。
ア
、
地
力
が
低
く
出
馨
に
士
か
ち

の
護
諒
の
供
給
が
少
な
い
聖
C
あ

る
こ
と
。

ィ
、
出
憩
期
の
発
色
が
炎
堤
色
で
淡

緑
色
で
な
い
こ
と
。

ウ
、
イ
モ
チ
病
（
特
に
熟
せ
イ
モ
チ

枝
硬
イ
モ
チ
）
の
多
発
田
は
施
用

を
さ
げ
ろ
。

工
、
擁
護
ひ
し
し
く
天
候
不
良
が
予

想
さ
れ
る
場
合
ほ
ざ
け
る
。

オ
、
従
来
ク
ス
米
が
多
く
叢
熱
歩
合

が
低
い
圃
場
で
あ
る
こ
し
」
。

㈲
　
実
脛
施
用
の
注
轟
頑

ア
ー
施
用
丑
は
一
〇
ア
ー
ル
当
り
N

質
で
一
－
二
五
キ
ロ
ク
ラ
ム
（

尿
菜
で
約
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
施
用

ィ
、
肥
料
の
種
類
は
、
尿
素
、
硫
安

の
護
欝
の
単
肥
で
す
が
、
N
K

肥
料
に
て
ら
可
で
す
。
（
破
く
さ

れ
の
で
や
す
い
と
こ
ろ
は
硫
安
よ

り
も
尿
素
を
用
い
る
）

ウ
、
肥
料
撒
布
は
萩
や
基
が
蘭
や
露

で
ぬ
れ
て
い
な
い
と
き
に
行
な
い

ます。

工
、
翻
漑
時
に
水
口
で
溶
解
し
て
施

肥
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

オ
、
タ
テ
ハ
マ
キ
や
つ
フ
ノ
メ
イ
カ

の
発
生
田
は
、
原
則
と
し
て
寒
肥

は
施
用
し
な
い
。

四
、
道
捌
刈
頗

イ
ネ
の
刈
取
適
期
は
品
種
や
天
候

に
て
相
遠
が
あ
り
ま
す
が
、
旭
穂
後

先
十
日
前
後
し
き
れ
て
い
ま
す
。

卯
∴
0
0
∴
5
0
∴
相
0
　
5
0
∴
幻
∴
0
0
　
％

後
粍
氷
期
ま
　
そ
の
年
の
気
温
や
日
照
り
等
に
よ
り
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霧
の
進
み
方
が
輿
な
り
草
刈
ほ
と

督
米
や
く
ず
米
が
多
く
、
遷
刈
り
ほ

し
粛
拗
れ
米
か
ふ
え
ま
す
。

ま
た
薄
遇
気
温
が
駈
い
ぼ
と
胴
割

れ
米
が
多
く
な
り
、
襲
麓
が
抱

氏
が
九
〇
〇
麗
以
上
か
ら
急
激
に
ふ

え
ま
す
。

玉
、
効
き
難
く
な
つ
だ
農
薬

最
近
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
に
強
く
な
っ

た
め
い
虫
、
マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
に
強
く

な
っ
た
ヨ
コ
バ
イ
、
B
H
C
3
劣
の

効
薬
が
う
す
く
な
っ
た
ウ
ン
カ
類
な

ー

と
各
地
で
顧
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

です。こ
れ
は
害
虫
の
発
生
蜜
藍
が
彊
太

っ
た
本
年
の
機
会
撒
布
奴
や
撒
布
接

術
な
ど
馨
千
の
相
通
が
あ
る
に
し
て

も
藷
虫
に
遊
技
陸
が
で
き
た
も
の
で

同
一
の
殺
虫
剤
を
連
用
す
る
こ
と
は

居
残
っ
た
苦
虫
が
免
鴻
霞
の
強
い
次

世
代
の
錬
麓
を
す
る
も
の
で
、
効
甲

が
低
下
し
ま
す
か
ら
、
同
一
薬
禍
を

運
用
し
な
い
こ
と
が
大
助
で
す
。

森
蘇
病
薔
蚊
が
脚
慧
し
て
い
る
木
材
の

移
動
禁
止
及
び
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

各
姥
で
松
く
い
虫
が
慈
戌
を
緩
い
、

大
き
打
殺
雷
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
ま
ん
麺
防
止
と
駆
除
彼
底
の
た
め
に

森
林
整
違
駆
除
法
に
基
づ
き
左
記
の

と
お
り
森
林
編
零
虫
の
繋
し
て
い
る

木
材
等
の
移
胸
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
陸
戦
　
北
九
州
市
、
閲
塙
町
及
び

逓
範
囲
一
四

二
、
期
間
　
昭
和
四
十
一
年
八
月
十
六

日
か
ら
園
仁
二
軍
三
里
二

十
一
日
ま
で

三
、
森
林
寧
婆
あ
種
賊
　
松
く
い
東

園
、
行
な
う
べ
き
描
姪
の
内
容

松
く
い
虫
が
隅
詣
し
て
い
る
木
材
は

扱
く
い
虫
駆
除
後
で
な
け
れ
ば
移
動

す
る
こ
と
が
擁
来
ま
せ
ん
。

な
お
移
動
制
限
か
行
な
わ
れ
て
い
る

地
域
内
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
に
つ
い
て

は
、
県
知
事
が
必
要
と
認
め
た
地
合
に

は
立
ち
入
検
盃
を
行
な
い
ま
す
。

1
検
菟
署
　
襲
森
林
壷
黄
燐
除
鑓

2
校
蛮
方
法

検
蕊
は
木
材
の
集
積
場
所
に
て
は
／
＼

反
し
て
行
な
っ
。

3
横
森
後
の
処
理

掻
く
い
虫
か
締
着
し
て
い
る
し
壷
め

ら
れ
た
も
の
は
末
日
に
朱
印
が
掬
き
れ

木
材
所
有
藷
又
は
播
顕
著
は
駆
除
終
了

後
で
な
け
れ
ば
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
諏

来
ま
せ
ん
。
又
害
虫
の
附
着
し
て
い
な

い
木
材
は
恩
師
が
挿
さ
れ
、
移
動
は
自

由です。

動
　
乱
　
同
　
約
　
5
0
　
郎
　
0
0
　
射
　
場
　
％

一
抹
の
豊
栄
親
猿
の
割
合

伸
び
て
き
た
農
家
の
所
縁

鯨
岡
県
の
昭
和
四
十
年
暖

の
貸
家
の
粗
収
入
は
、
百
二

十
ヒ
万
円
で
、
前
年
よ
り
二

十
一
万
円
　
（
二
〇
労
）
　
餓

と
な
り
、
前
年
の
十
三
万
回

（
一
四
着
）
域
よ
り
大
南
に
伸
び
て
き

ま
し
た
．

こ
の
よ
う
に
蒙
の
粗
収
入
が
伸
び

たのは、

㈲
米
の
収
攣
卿
が
四
十
一
万
五
千
ト
ン

L
壷
麗
し
、
米
価
も
か
な
り
上
っ
た
。

㈲
み
か
ん
等
の
増
収
や
豚
、
鶏
卵
等
の

価
格
も
高
騰
し
た
。
等
の
た
め
農
業
粗

収
益
は
六
十
八
万
円
に
遵
し
た
。

㈲
労
賃
俸
給
等
の
稜
外
収
入
は
克
十
一

万
回
と
七
万
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
皇
託
す
。

他
方
繋
憑
常
蛍
は
欝
紫
の
清
勝

に
よ
り
、
二
十
七
万
国
土
刑
年
よ
り
売

方
圏
域
如
し
、
裳
引
き
農
家
の
所
得
は

八
十
八
万
円
と
十
七
万
円
の
増
加
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
農
家
の
家
計
費
は
七
十
万
円
と

前
年
よ
り
十
万
円
　
（
一
七
％
）
　
捌
如

し
、
箋
衆
望
表
わ
す
エ
ン
ゲ
ル
係

数
（
飲
食
費
一
家
計
費
）
も
三
記
者
と

都
市
並
に
な
り
、
都
市
動
馨
の
坐
浦

が
鮫
価
騰
貴
の
た
め
伸
び
悩
ん
で
い
る

の
に
比
べ
、
両
署
の
靂
蟹
は
か
な

り
巾
を
締
め
て
釆
ま
し
た
。

又
税
金
等
を
授
険
し
だ
農
家
の
余
剰

も
、
十
九
万
円
と
約
年
よ
り
六
万
円

（
一
九
房
）
壇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
五
年
間
の
農
家
の
所
縁
（
農
薬

粗
収
益
＋
浅
み
収
入
土
嚢
経
営
費
古

越
外
支
出
）
は
三
十
五
年
の
四
十
三
万

幣
－
　
　
　
㈲

（
農
家
二
戸
当
り
収
入
お
よ
び
支
出
）

円
か
ら
八
「
八
万
円
と
、
蓮
面
上
は
政

府
の
称
え
た
所
得
偶
鋤
を
実
現
し
た
よ

う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
そ
の
間
の
消
洩
物
価
の
上
昇

が
激
し
く
（
宰
平
均
ヒ
丼
率
大
屋
）

山
村
、
襲
寸
の
僻
地
や
階
層
関
に
か
な

り
の
所
総
格
差
を
宅
じ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

熊
谷
福
岡
姥
詳
職
重
曹
猶
妨
北
九

州
映
蒜
地
区
統
計
関
嬢
富
金
子
孝
一



一
八
二
一

一
八
〇
八

一
八
C
六

一
八
〇
一

一
L
九
五

一
己
九
四

一
L
九
〇

一
日
「
‖
八

一
巳
六
二

一
L
h
L
L

一
己
五
需

浪
∴
木
　
九
月
九
　
日

粟
　
津
　
」
ハ
月
二
八
日

岩
　
松
　
「
－
ハ
月
二
八
日

手
代
九
　
六
月
－
証
ロ

ー
期
櫛
　
六
月
九
日

なし。
が
、
今
日
そ
の
ふ
う

り
な
ど
髄
し
て
い
た

そ
の
後
青
年
の
手
踊

癌
を
な
し
て
い
た
が

屋
役
者
を
撮
っ
て
芝

民
補
任
に
参
話
し
声

る
e

民
補
社
に
宮
練
り
す

る
e

氏
櫛
引
に
宮
織
り
す

る
e

民
約
社
に
督
徹
り
す

る。廊
固
持
に
宮
純
す
す

広
－
纏
∴
囚
月
上
し
自
　
民
緬
祖
に
樟
純
り
す

の
外
万
年
轍
の
冨
純
を
す
る
漸
落
は
、

高
柳
と
す
る
も
今
日
そ
の
ふ
う
絶
え
た
り
。
こ

鮭
を
た
て
ぬ
と
き
は
柁
火
を
河
上
く
る
こ
と
を

富
民
万
年
鵬
と
し
て
毎
宿
直
等
を
た
で
る
。
両

．
相
国
悪
娃
大
流
行
す
る
。

謹
判
謙
籍
惑
錨
繍
漂
町
藻

途
質
用
を
測
量
す
る
∵
磐
山
都
大
店
爆
一
田
平

七
月
一
－
十
四
口
西
川
、
揖
津
荷
造
併
用
分
水
、

測
量
梁
的
役
と
し
て
碧
松
村
に
掠
る
。

L
月
三
上
二
円
本
字
村
藍
屋
才
蔵
伊
能
忠
敬
の

大
宮
躍
る
。

大
洪
水
あ
り
。

広
波
安
丸
弥
勒
↑
与
を
建
立
す
。

縮
託
す
。

八
月
験
生
民
組
究
尾
崎
窺
野
に
伊
磐
自
大
碑
を

大
洪
水
あ
り
．

人
草
越
と
な
る
。

た
の
で
右
胸
を
立
て
襲
士
社
を
移
す
。

＝
画
家
に
年
男
感
稜
流
行
し
多
く
の
年
男
溌
死
し

ろ。大
洪
水
あ
り
各
所
の
地
駒
沢
潰
し
合
材
水
浸
す

御
樵
田
を
脊
進
さ
る
。

菅
原
禅
社
に
振
出
継
高
公
参
詣
さ
れ
、
帰
城
、

大
草
題
と
な
る
。

大
風
あ
り
。

広
渡
の
塵
高
風
の
い
わ
れ
．
（
松
本
家
虎
）

一
L
三
　
二
　
享
保
の
大
様
餓

す。
一
木
守
御
嵩
神
社
に
万
年
臓
を
か
け
也
雛
を
な

一
二
驚
置
蜜
だ
わ
た
っ
て
災
を

昨
月
鬼
浦
小
鳥
轍
に
電
磁
大
金
剛
を
建
立
。

一
己
一
四
m
測
雄
滋
に
事
実
金
剛
を
鑑
賞
。

（
逮
翼
歴
史
毎
儀
表
　
そ
の
〓
）

代
二
八
八
四

一
八
八
－

一

八

L

L

一
八
L
附

一

人

L

一

一

へ

L

一

八

ハ

八

一

八

ハ

一

一
八
五
∵
五

一
八
l
上
回

「　八州∵八

一
八

一

八

一

八

（
次
号
に
つ
つ
く
）

こ
…
圧
／
ヽ
e

生
薄
、
水
雷
、
六
ケ
村
高
良
役
場
を
中
艦
井
野

阻
経
木
栂
、
埴
生
、
上
、
中
、
下
底
井
野
、
項

事
鶏
を
笹
蹄
す
る
。

観
㌫
臨
調
嬬
落
盤
議
盤
壷
臨

幸
ば
つ
あ
り

す。鬼
清
畠
船
抑
社
を
欠
へ
日
よ
り
今
の
腫
閲
祖
に
浄

書
巌
、
良
家
を
飯
翻
し
滝
本
小
字
巌
創
設
。

屋
を
焼
き
打
ち
す
る
。

雑
統
帥
竜
鰊
類
書
駿
繕
醐

天
子
ば
つ
に
よ
り
－
些
買
一
般
起
る
．

蔦
多
い
。

一
八
巳
八
年
ま
で
大
干
ば
つ
続
き
度
偉
物
の
被

日
を
一
月
一
口
と
す
る
）

大
政
宮
今
に
よ
り
太
陽
隣
を
桐
ゆ
（
十
　
月

別
府
樹
枝
常
．
太
守
楳
勘
堂
と
も
に
朝
雄
す
る

切
結
大
事
蘭
高
、
馴
治
と
攻
め
ら
れ
る
。

大
洪
水
あ
り
。

及ぶ。
出
家
上
野
芳
宮
家
魂
を
聞
く
′
I
雄
二
l
－
、
り
名
に

大
堀
す
る
。

九
月
十
五
日
安
楽
幸
綻
釈
織
機
淡
窯
場
圧
倒
に

る
〇

本
守
粒
に
操
柳
常
闇
／
、
純
潔
法
域
擁
1
と
大

間す。．
月
老
良
村
中
棒
杭
蔵
　
広
瀬
淡
窓
の
魂
に
入

れた。
千
の
鵬
の
大
風
炊
く
、
相
国
の
主
な
建
物
が
制

の
も
の
ら
し
い
。

人
前
に
お
よ
は
す
悪
疫
篤
の
平
癒
を
祈
る
た
め

で
の
起
源
が
あ
き
ち
か
で
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど

上
記
万
座
鞭
の
高
郷
、
古
記
鎌
は
あ
る
が
、

た
南
し
と
あ
る
。

の
畠
触
り
は
や
め
ま
せ
ん
と
万
年
の
鵬
を
か
け

拙
し
、
植
民
が
た
だ
の
三
人
と
な
る
と
も
、
こ

う
ら
に
栗
藤
に
花
が
咲
い
た
と
い
う
患
験
に
感

是
非
御
動
け
下
さ
い
と
願
う
た
鮨
築
、
二
枚
の

お
ば
な
ら
ぬ
の
で
一
心
に
氏
神
に
立
願
し
て
、

つ
な
き
と
な
っ
て
、
村
人
あ
げ
て
衿
人
と
な
ら

羅
霧
瀦
擬
態

だ
と
こ
ろ
、
不
懇
談
に
も
薬
藤
が
一
夜
の
う
ら

そ
の
上
に
菓
接
を
駆
え
て
そ
し
ら
ぬ
体
で
あ
っ

っ
た
そ
の
絨
葉
、
夜
半
に
畑
を
則
っ
て
埋
め
、

聖
嵩
盤
翻
詰
態
鷺
藷
華
鏡

あ
げ
た
が
、
そ
の
後
そ
の
筋
か
ら
材
木
の
流
失

き
た
の
脅
赤
い
に
、
村
人
総
種
と
な
り
て
窺
い

水
が
あ
っ
て
机
上
か
ら
沢
山
の
材
木
が
流
れ
て

華
を
種
々
心
懸
け
て
い
た
陳
、
あ
る
軍
、
大
決

で
持
薬
せ
ね
は
な
ら
ぬ
の
で
、
村
民
も
材
木
の

千
八
鍼
神
社
の
裡
顕
る
昨
冬
経
て
桔
濁
し
た
の

蘭
来
談
と
し
て
次
の
こ
と
が
謡
さ
れ
て
い
る
、

順
に
つ
い
て
は
、
古
流
に
よ
る
と
、
青
藷
の

中
で
も
広
瀬
の
四
月
十
ヒ
日
に
歯
触
り
の
万
年

を
立
て
相
撲
、
芝
麿
等
を
髄
し
て
い
た
。
こ
の

士
別
繭
で
は
こ
の
外
穀
日
加
乾
に
も
万
年
稲

末
座
一
月
、
十
月
初
手
の
隅
留
綴
り
を
す
る
．
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霧ノ」
当　20
諸　口

lj ii　　時　間　　場　　所

10　吊0　－121出∴漕公民館

〃

〃

10・2410　′一12　車憎　〃
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10．2510　′）12　　浅　木　々
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1111330－15．30時公民館別館

衛
生
だ
よ
り

定
期
予
防
葱
、
乳
児
検
診
お
よ
び

成
人
病
検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
、
も
れ
な
く
接

種
、
受
診
さ
れ
る
よ
う
通
知
し
ま
す
。

○
定
期
予
防
接
種

稲
泣

年
後
2
カ
月
と
り
初
め
て

の
乳
児

9
月
2
7
日
　
百
日
セ
キ
、
デ
フ
テ
リ
ア

混
合
（
ュ
回
目
）

1
0
月
n
‖
　
ク
　
（
2
回
臼
）

n
月
1
円
∴
ク
　
（
3
図
日
）

該
当
賽
∴
佳
後
3
カ
月
よ
り
初
め
て

の
乳
児

疇
聞
及
び
域
所

い
ず
れ
も
午
後
1
時
5
0
分
～
3
時

地
所
　
避
鉦
町
公
民
館

※
追
加
　
昨
年
秋
3
回
終
了
諸
は
、
右

の
期
聞
中
に
拷
粧
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
注
射
は
風
邪
の
予
防
で
す
か

－
て
風
邪
に
罷
っ
て
い
る
人
も
綾
稲

で
き
ま
す
の
で
、
役
場
係
に
相
談
の

上
、
時
期
を
奏
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

○
乳
児
検
診

白
鴎
　
9
月
1
9
日
　
牛
後
1
時
－
3
胎

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

該
当
児
　
昭
和
如
年
8
月
か
ら
何
幼
年

8
月
ま
で
の
出
健
児

検
診
陸
師
　
宙
柳
町
贋

造
鍍
保
健
所
長

○
成
人
病
検
診

該
当
者
　
的
才
以
上
0
0
才
秦
滴

料
金
∴
i
無
料

口
鴨
場
餅
は
次
の
と
お
り

田
畑
の
耕
作
面
積
及

び
所
有
大
農
員
の
移

」
　
動
分
の
申
告
に
つ
い

て
こ
の
C
L
L
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
そ

こ
の
明
蟄
雷
告
し
て
い
た
た
き
ま
し
た

が
、
本
年
に
お
い
て
昨
年
と
田
畑
の
麟

－
作
廊
磁
及
び
所
有
大
裳
の
移
動
状
況

調
　
を
明
確
に
し
、
昭
和
四
十
二
年
度
以
降

の
緑
藻
怨
算
定
の
重
要
な
資
料
に
し

二
王
す
の
で
、
移
動
の
あ
っ
た
方
は
必
ず

期
限
ま
で
に
申
告
し
て
T
さ
い
∩

塙
告
の
用
紙
は
税
務
係
に
山
の
°
ま

（
姉
異
動
の
な
い
方
は
申
告
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
，
〇

両
得
期
限
　
九
月
三
上
‖

（
印
鐙
御
持
参
ト
さ
い
）

南
定
男
所
　
役
場
税
務
係

た
ば
こ
溝
挫
税
は
勘
の
貿
重
な
財
源

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
毎
月
、
市

山
村
別
に
売
渡
し
た
「
た
は
－
L
L
の
本

数
が
擾
礎
に
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
売

れ
た
高
町
村
に
そ
れ
だ
け
余
計
に
た
様

こ
離
脱
が
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
町
民
の
皆
様
の
こ

腕
力
を
お
願
い
い
た
し
を
う
。

計
量
器
定
期
検
査
実

施
に
つ
い
て

計
誌
籍
二
言
蒙
の
規
定
に
娃
つ

く
古
語
溝
の
定
期
検
証
が
左
記
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
、
計
量
器
を
取

引
上
又
は
証
明
上
使
用
さ
れ
て
い
る
人

は
、
そ
の
計
龍
器
全
都
を
受
検
さ
れ
る

よ
う
通
知
し
ま
す
ゥ

な
お
定
期
後
輩
C
合
格
に
な
っ
た
も

の
は
修
理
し
て
使
用
す
る
な
り
、
或
は

爆
薬
処
分
し
て
新
品
と
取
稗
え
ね
は
な

ち
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
不
合
格

に
対
し
て
法
的
の
処
罰
は
な
く
、
た
た

検
査
に
提
出
し
な
い
準
に
つ
い
て
法
的

に
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
点
す

∵
日
的
　
十
月
六
日
十
時
－
士
ハ
栂

一
一
、
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館

－

i

－

I

I

I

I

I

I

－

－

－

－

－

○

○

↑

ふ

1

1

I

I

i

I

i

－

1

1

－

ご

寄

附

御

礼

「
金
∴
壱
封

故
片
山
ミ
ツ
子
様
裔
輿
迄
と
し
て

木
雪
　
片
向
　
武
司
般

右
本
町
社
会
福
祉
薗
議
会
運
営
質
金

と
し
て
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
志
し
た
の

で
紙
上
を
以
っ
て
般
誓
い
十
仁
美
り
「

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
都
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
4
1
年
法
律
窮
讐
C
の
施
行
に

よ
り
、
土
地
を
取
得
し
て
住
宅
を
額

し
た
者
、
お
よ
び
焼
塩
等
の
生
前
贈
与

を
受
け
た
著
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
と
お
り
期
間
の
延
長
お
よ
び
納
期

限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
り
相
当
数

の
人
が
法
益
を
受
け
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

1
土
地
を
取
得
し
た
著
が
、
そ
の
土
地

の
と
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
は
、

そ
の
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て
課
す

る
不
動
産
取
得
税
の
税
額
か
ら
一
五

〇
万
円
の
3
劣
を
乗
じ
た
額
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
住
宅
の
窮
策
は
「
土

地
を
取
得
し
た
口
か
ち
1
年
以
内
」

と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
：
し
の
「
1
年
以
内
」
が
こ
の

た
び
の
政
道
に
よ
り
「
2
年
以
内
」

に
な
り
、
し
か
も
、
こ
れ
が
通
用
は

昭
和
0
0
年
4
月
1
日
以
降
の
土
地
の

壊
得
か
・
宅
し
な
り
ま
し
た
の
で
、
改

産
前
の
規
定
で
は
、
昭
和
御
車
4
月

1
日
に
吐
逆
を
取
得
し
た
者
は
昭
和

4
1
年
4
月
1
日
圭
C
に
住
宅
が
新
築

さ
れ
な
い
限
り
、
こ
の
窺
定
の
綱

用
は
受
け
ち
れ
な
か
っ
た
の
で
す
か

「
2
年
以
内
」
＋
改
正
さ
れ
ま
し
た

た
め
、
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
迄
に
住

宅
を
新
薬
す
れ
ば
適
用
さ
れ
，
雪
子
－
い

う
よ
う
に
納
税
輩
に
有
利
な
政
情
が

な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

2
臓
饗
の
隼
…
贈
与
に
つ
い
て
は
、

同
税
に
お
い
て
は
、
覗
和
約
年
1
月

．
1
日
以
降
の
騨
与
か
ち
担
税
特
別
据

繋
第
7
0
衆
の
4
第
1
項
の
規
定
に

よ
っ
て
納
期
限
の
延
長
が
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
不
動
産
取
得
税

に
つ
い
て
も
昭
和
4
1
年
4
月
1
日
以

降
に
お
い
て
聖
肌
贈
与
を
受
け
た
薯

で
贈
与
税
の
納
期
限
の
延
長
を
受
け

る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
動

震
域
得
税
に
か
か
る
申
告

を
す
る
際
に
（
不
動
産
を
顎

得
し
た
日
か
ら
1
月
以
内
）

納
期
限
延
長
の
遺
風
を
受

け
た
い
旨
の
申
告
を
し
た
粒
会
に

限
り
、
色
々
し
条
件
は
あ
皇
÷
ク
が

一
応
そ
れ
ら
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る

L
L
、
贈
与
者
（
被
相
続
人
）
が
綾
贈

与
者
（
相
続
人
）
の
死
亡
の
照
ま
で

納
期
限
が
延
長
さ
れ
、
死
亡
の
事
実

に
よ
っ
て
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
・
の

こ
と
に
な
り
三
㌔

な
お
詳
し
い
こ
と
は
諾
松
財
務
事
務

所
血
税
謀
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。


